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Ⅰ 業務の目的 

三重県地球温暖化防止活動推進センター（以下「センター」という。）が実施する当「地域に

おける地球温暖化防止活動促進事業」では、地域における日常生活に関する温室効果ガスの排

出の実態に関する地球温暖化防止活動推進員（以下「推進員」という。）も活用した調査の実施、

情報収集・提供、普及啓発、広報活動、地球温暖化防止啓発ビデオ制作及びCATVでの放送等を

実施する。 

当事業により、地球温暖化対策のための国民運動「COOL CHOICE（＝賢い選択）」の賛同を働

きかけ、地域の関係主体との効果的な連携、連絡調整等を図り、エネルギー起源二酸化炭素の

排出の抑制に資する事業を展開することにより、地域における地球温暖化防止活動の基盤の形

成を促進し、低炭素社会の構築を目指すとともに地球環境の保全に資することを目的とする。 

Ⅱ 業務の内容 

１ 三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議の設置及び会議の開催状況 

（１）三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議の設置 

「令和２年度地域における地球温暖化防止活動促進事業」の実施にあたり、地域の関係主体

との効果的な連携、連絡調整等を通じて、事業を円滑に実施することを目的に三重県地球温

暖化防止活動連絡調整会議（以下「会議」という）を設置した。 

会議の構成員は表－１のとおりである。 

表－１ 三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議構成員 

所 属 等 

推

進

員

三重県地球温暖化防止活動推進員 

三重県地球温暖化防止活動推進員 

三重県地球温暖化防止活動推進員 

地球温暖化防止活動中勢協議会 

地
域
協
議
会
等

三重大学環境ＩＳＯ学生委員会副委員長 

一般社団法人日本自動車連盟三重支部事業課長 

シャープディスプレイテクノロジー株式会社 亀山事業所主任 

中部電力パワーグリッド株式会社 三重支社 総務部 総務・広報グループ課長 

環境省中部地方環境事務所環境対策課長 

行

政

機

関

三重県環境生活部地球温暖化対策課長 

四日市市環境部環境保全課長 

鈴鹿市環境部環境政策課主幹兼環境政策グループリーダー 

亀山市生活文化部環境課長 

津市環境部環境政策課長 

松阪市環境生活部環境課主任 

伊勢市環境生活部環境課長 

三重県地球温暖化防止活動推進センター事務局長 

事務局 三重県地球温暖化防止活動推進センター 
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（２）会議の開催状況 

① 会議の開催状況は表－２のとおりである。 

表－２ 会議の開催状況 

開催年月日 出席者 会議の概要 

2021年 

8月26日 

１４名 

(代理出席含む)

「2021年度地域における地球温暖化防止活動促進事業」計画につ

いて説明を行い、了承された。 

(資料1)「三重県地球温暖化防止活動推進センター2021年度事業

計画」 

2022年 

3月7日

構成員に資料を

送付 

日程調整の結果、会議を開催できなかったため、会議構成員に

「2021年度二酸化炭素排出抑制対策事業 地域における地球温

暖化防止活動促進事業報告書」を送付し、意見を徴収することで

会議の開催に代えた。 
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② 第１回連絡調整会議の概要 

第１回三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議の概要 

「地域における地球温暖化防止活動促進事業」についての事務局説明 

2021年度「地域における地球温暖化防止活動促進事業」を受託し、今年度も国、県、市、推進員、地

域協議会等で構成する「連絡調整会議」を設置して、連絡調整・協議等を行うこととしている。 

１ 三重県地球温暖化防止活動推進センターの活動状況 

①  2020年度事業実績 

補助事業の基盤形成事業を計画どおり実施した。 

また、三重県の委託事業、センター自主事業についても計画どおり実施した。 

②  2021年度事業計画 

ア 地域活動支援事業（県委託事業等） 

推進員が行う出前講座やイベント出展等の啓発活動を支援するとともに、県、市町等と連携し、

出前講座の機会を増やすなど、推進員活動等の活性化を図る。また、新規の推進員の確保の手法

等について三重県と連携して検討していく。 

イ 温室効果ガス排出削減事業（国補助事業） 

2021年度事業計画では、「みえ環境フェア2021」を開催するとしていたが、６月に中止を決定し

他の方策で温暖化防止活動を推進する。 

ウ 中部ブロックの地域センターとの連携 

中部ブロックの７県８地域センターとの連携を図り、推進員合同研修会の開催等交流を進める。 

２ 地域における地球温暖化防止活動促進事業 

①  2021年度事業計画について 

「地域における地球温暖化防止活動促進事業の実施計画書」に基づき、自治体等主催の環境イベ

ントでの普及啓発、地球温暖化防止啓発ビデオ作製及びＣＡＴＶでの放送、日常業務におけるCOOL 

CHOICEの推進等を実施する。 

地域における地球温暖化防止活動の基盤の形成を促進し、低炭素社会の構築を目指すとともに地

球環境の保全に資することを目的とする。 

②  みえ環境フェア2021の代替え手段について 

例年では、推進員や他の環境団体、県内市町、県内企業・団体との交流を図るとともに、来場

者に対して地球温暖化の現状について啓発を行う場として「みえ環境フェア」を開催しているが、

今年度は、新型コロナウイルス感染の渦中にあって、双方向体験交流型のイベント等の開催が制

約されることから、みえ環境フェア主催出展に代わって、感染リスクのない情報発信型(受動型)

の普及啓発事業を実施する。 

2020年度事業で、産官学民を対象として、主に行政、企業、推進員の取組を紹介し、三重県知

事から「ミッションゼロ2050みえ推進チーム」への強いメッセージがあり、県民への効果の高い

啓発につながったことから、今年度は、「ミッションゼロ2050みえ推進チーム」で活動する若者

チーム、アクションチームを主として取り上げることにより、特にこれからの時代を担う若い層

への効果的な普及につなげる。 

放送は、地元ケーブルテレビ局で11月～12月において複数回放送し、より多くの視聴を見込む。
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３ その他 

第１回連絡調整会議は、三重県で「新型コロナウイルス緊急警戒宣言」が発出されたため、急遽

オンライン開催（Zoom）となった。 

写真 第１回連絡調整会議の状況①（2021年８月26日） 

写真 第１回連絡調整会議の状況②（2021年８月26日） 
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③ 第２回連絡調整会議概要 

第２回三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議の概要

会議構成員に「三重県地球温暖化防止活動推進センターの活動状況の資料」と「2021 年度二酸化

炭素排出抑制対策事業 地域における地球温暖化防止活動促進事業（三重県）」報告書を送付し、意

見を徴収することで会議の開催に代えた。

１ 三重県地球温暖化防止活動推進センターの活動状況 

2021 年度の出前講座やイベントでの地球温暖化防止にかかる啓発活動や COOL CHOICE（=賢い

選択）賛同促進など、三重県における活動状況の説明資料。 

２ 地域における地球温暖化防止活動促進事業 

「2021年度二酸化炭素排出抑制事業 地域における地球温暖化防止活動促進事業（三重県）」

報告書
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２ 地球温暖化防止啓発ビデオ制作及びＣＡＴＶでの放映 

（１）概 要 

① タイトル：「オール三重でCOOL CHOICE～未来のために今、私たちができること～」 

② 番組尺：15分 

③ 放送CH：ケーブルテレビＺＴＶ（12ｃｈ） 

④ 放送エリア：津放送局エリア(津市・亀山市・松阪市嬉野町) 

伊勢放送局エリア(伊勢市、鳥羽市、志摩市磯部町、玉城町、度会町、南伊勢

町) 

東紀州エリア(尾鷲市、熊野市、紀北町、御浜町、紀宝町) 

⑤ ケーブルテレビＺＴＶ加入世帯：162,700世帯 

⑥ 放送日時：津エリア   11月16日～12月15日 16:00～16:15(30回) 

伊勢エリア  11月16日～12月15日 16:45～17:00(30回) 

東紀州エリア 11月16日～12月15日 16:30～16:45(30回) 

※リピート放送 

⑦ その他：センターＨＰ Ｗｅｂ公開(YouTube)、ＤＶＤ貸出 

（２）番組の構成 

① オープニング 

② 世界の気温情勢・地球温暖化の仕組み 

③ 温暖化防止に向けた取り組み 

④ ミッションゼロ２０５０みえ推進チーム 

⑤ 若者の取り組み（若者チーム・中高科学技術部） 

⑥ 未来のために今、私たちができること 

⑦ まとめ

（３）視聴対象 

① 環境問題に疎遠な人(全年齢層) 

例：脱炭素化・COOL CHOICEなどの取り組みを知らない人 

→地球温暖化を身近に感じ、他人事ではなく視聴者本人の“行動を変える”きっかけを作

る。 

② これからの未来を担う若い世代 

→環境問題に“興味・関心を抱いてもらう”きっかけを作る。さらに、若い世代が環境問

題に目を向けることで、次世代への啓発につながることを目指した。 

（４）制作：株式会社ＺＴＶ 

（５）監修・著作：一般財団法人三重県環境保全事業団 

三重県地球温暖化防止活動推進センター 
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（６）番組の進行状況(シナリオ) 

映像 内容 

１．オープニング 

タイトルCG オール三重でCOOL CHOICE 

～未来のために今、私たちができること～

２．世界の気温情勢・地球温暖化の仕組み 

カナダ国内の 

イメージ映像 

熱波のイメージ映像

今年６月、記録的な熱波に襲われたカナダ西部。 

例年の６月は涼しい気候で知られるカナダで、国内観測史上最高となる４９．６

度を記録し、世界に衝撃を与えました。 

そしてこの熱波が原因により、山火事が相次いだほか、生態系にも大きな影響

を及ぼしました。 

この異常ともいえる熱波について、世界の気象を分析する研究チームは 

『人間活動による地球温暖化の影響がなければ、起きる可能性は事実上なか

った』と発表しました。 

イラストCG 

技官 岡田海さん 

天候のインサート 

地球温暖化は、人間活動による「温室効果ガス」の増加が原因とされていま

す。 

温室効果ガスとは地球の周りを取り囲んでいるガスのことで、石油や石炭とい

った化石燃料を使用するときに発生するCO2が、大きな割合を占めています。 

温室効果ガスは地球の温度を保つ役割をしているのですが 

一方、増えすぎてしまうと、太陽から届いた熱を逃がすことが難しくなり、地球に

熱がこもることで温度が上昇してしまいます。 

インタビュー：津地方気象台 技官 岡田 海 さん 

Q、異常気象の要因や影響とその対策など 

世界の平均気温は、長期的にみて100年あたり0.72度、日本の平均気温は100

年あたり1.26度上昇しています。 

これを聞いて「なんだ、1度程度か」と感じる人も多いと思います。 

2021.10.13 津気象台にて撮影（岡田技官・撮影風景）

この「1度程度」の上昇でも、日本では最高気温が35℃以上となる猛暑日が増

えたり、短時間に降る強い雨の回数が増えたりしています。 
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＊キーワード 

「脱炭素」 

さらに、産業革命前と比べて気温が2度以上、つまり、現在と比べて0.8度くらい

高くなると、地球全体で数億人規模の水不足、極端な降水や強い台風による

被害、昆虫などが媒介する感染症の拡大、生物の3割の種が絶滅する可能性

など、さらに深刻な影響が出始めると言われています。 

地球温暖化の進行を止めるためには、脱炭素など、世界中が協力して温室効

果ガスの排出を減らすことが必要です。 

３．温暖化防止に向けた取り組み 

パリ協定の写真 

（2015年）COP21 

SDGｓロゴ 

ミッションゼロ2050

みえ宣言映像(2019

年) 

三重県庁 外観 

推進チームのロゴ 

これ以上の温暖化を防ぎ、環境や資源を守るため、 

世界各国が協力し、脱炭素化を進めていくための条約「パリ協定」や 

世界を変えるための目標「SDGｓ」を掲げ、取り組みを進めています。 

そして私たちが住む三重県でも。 

2050年までに県域からの温室効果ガスの排出実質ゼロを目指します。（脱炭

素社会の実現に向け、県が率先して取り組む決意としてここに宣言します。） 

２０１９年に三重県が宣言した「ミッションゼロ2050みえ」。 

これは2050年までに県内から発生する、温室効果ガスの排出を 

実質ゼロにするという「脱炭素化」に向けたプロジェクトです。 

そして昨年末には、県内の行政・教育・企業など１６団体が参加する 

産官学が連携した長期プロジェクト「ミッションゼロ2050みえ推進チーム」が始

動しました。 

４．ミッションゼロ２０５０みえ推進チーム 

岡村部長 

三重県環境生活部 岡村部長 

Q、推進チーム」の具体的な活動計画 

推進チームにおいては、「再生可能エネルギーの利用促進」、「脱炭素経営の

促進」、「COOL CHOICEの推進」の３つのテーマについて、それぞれ具体的な

取組を進めていくこととしています。 

再生可能エネルギーの利用促進については、今年の６月に、 

三重県産の再エネ電力を販売できる小売電気事業者を募集し、 

県内事業者等に利用していただく「三重県産再エネ電力利用促進事業」を開始

し、現在、ご利用いただける事業者の方を募集しています。  

脱炭素経営の促進については、脱炭素経営に取り組んでいく意欲がある県内

企業等に対してアドバイザーを派遣するなどの支援事業の取組を進めていま

す。 
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COOL CHOICEの推進については、省エネ家電の買換えや宅配事業の効率化

について取組の検討を進めており、今年度中に事業を開始する予定です。 

脱炭素は世界共通の喫緊の課題となっています。脱炭素社会の実現に向け

て、県民や事業者のみなさんが取り組んでいただけるような取組を推進チーム

の活動などを通じて推進していきたいと考えています。 

2021.10.25 三重県環境生活部 部長室にて撮影（岡村部長・撮影風景） 

５．若者の取り組み（若者チーム・中高科学技術部） 

（１）若者チーム 

大学で学ぶ様子 

学内での様子

「ミッションゼロ 2050 みえ推進チーム」には、一般公募で集まった大学生など

の若い世代も参加しています。 

三重大学 生物資源学科 渡邊さん 

Q、チームに参加した理由 

若者チームに入ったのは、他大学の学生

や一般の方など環境に興味をもった方が

集まるということで、その方たちと意見交

換したり、環境についての考えが深めら

れたらという思いで参加しました。 

若い世代で構成される「若者チーム」では脱炭素やSDGｓの推進に向けた提案

や高校生を対象とした意識調査などを行っています。 

三重大学 地域イノベーション学研究科博士前期課程2年 小西さん 

僕たちの世代はデジタルネイティブと言わ

れる世代で、固定電話にあまり馴染みが

なくて、生まれた時から携帯電話がありま

した。大学でもオンライン授業などもあり

デジタルに対する親和性が高くなってきて

いる。 

一方で電気をかなり使う世代になってきて

いるので、電力消費に関する問題は僕ら

が特に考えていかなければならないと思います。 

最近では電力会社の電力不足や火力発電をやめて再生可能エネルギーと言わ

れていますが、それの実態は身近に感じることがないので、そういう問題意識は

高くもっていきたいし広げていきたい。そのような課題があればみんなで考えて

いくことが大事なのかなと思います。
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（２）三重中高 

三重中外観 

集合写真 

調査の様子 

飾られている表彰

状 

受賞時の集合写真

干潟調査の様子 

石川恵雅さん

一方、自発的に環境問題と向き合う中高生がいます。 

中高一貫教育校 三重中学・三重高校の科学技術部では、海や森をフィールド

に生物や環境に関する調査を行い、その結果や活動内容を学会などで発表し

ています。 

これらの長年に渡る 生物研究や部活動の成果が評価され、２０１９年には環

境省などが主催する「全国野生生物保護実績発表大会」で文部科学大臣賞に

選ばれました。 

そして今後も、さらなる目標をみせています。 

三重中学校・三重高校 中高科学技術部 石川恵雅さん 

今年はいろいろなことがあり大変な年ですけど、それでもみんなの学びも自分

たちの学びも止めてはいけないと思うので、例えばコロナ禍が明けたときに果

たして環境教育ができるのかだとか、何をしていけば色んな人に海に対して親

しみをもってもらえるのかということを、もっともっと深く自分たちで突き詰めてい

って、今自分たちができることは何か、今だからこそできることは何か？それら

を含めて新しいことにチャレンジしていきたいと思っています。 

2021.10.10松阪干潟調査にて撮影（石川部長） 

朴センター長 こうした若者の取り組みについて、環境問題に詳しい三重大学の朴教授は。 

Q、若者に期待すること 

2021.10.19 三重大学研究室にて撮影（朴 恵淑センター長・撮影風景） 
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６．未来のために今、私たちができること 

文字ﾃﾛｯﾌﾟ 

ロゴ・補足説明文 

未来のために今、私たちができることは何でしょうか。 

その取り組みの一つに、国民みんなでCO2を削減しようという 

地球温暖化対策「COOL CHOICE」があります。

最新家電並ぶ店内 

家庭部門のグラフ 

西山裕貴さん 

脱炭素アクション①低炭素型製品への買い替え 

（家庭部門は日本のＣＯ２排出の約５％） 

私たちの生活を支えてくれる家電製品。 

特に冷蔵庫やエアコンなどはなくてはならない存在ですが、これらの家電を使

用するための電気が、家庭から出るCO2排出量の中で、最も割合が高いと言

われています。 

出演：三重県電器商業組合  YOUニシヤマ㈱西山裕貴さん 

家電製品の省エネ技術は年々進化しています。 

例えば、冷蔵庫を最新型に買い換えると１０年前の製品と比べて電気代を約５

０％削減することができます。 

冷蔵庫は２４時間３６５日稼働しているので省エネ効果が高い製品です。 

また照明器具の電球をLEDに取り換えると、一般電球と比べて電気代を約８

５％も削減することができます。 

LEDは省エネ・明るい・長持ちといったメリットがあります。 

最新家電に買い換えることで電気代を削減できるほか、CO2の削減につながり

ます。省エネ家電に買い換えるという「選択」。これがCOOL CHOICEです。 

2021.10.22 YOUニシヤマ㈱にて撮影（西山室長・撮影風景） 

集荷センター 

トラックの積み込み 

トラック出発 

高木強さん 

脱炭素アクション②低炭素サービスの選択 

（運輸部門は日本のＣＯ２排出の約18％） 

家までさまざまな物資を届けてくれる宅配サービス。 

不在にしていても無料で再配達してもらえるので、とても便利なサービスです。

しかし近年、この再配達が問題になっています。 

出演：ヤマト運輸 高木強さん 

（近年の宅配件数や再配達について） 

インターネットの普及などにより、宅配を利用する機会は年々増加しています

が、宅配業界全体でみると、配達する荷物の約11％が再配達によるものと言

われています。 



-13- 

配達シーン 

高木強さん 

（具体的な数値は？） 

この再配達率が1％低下すると、およそ2万トンのCO2を削減できると言われて

います。 

（運輸業界が取組んでいる改善策とお願い） 

現在、業界では、置き配やコンビニ、駅などに設置されたオープン型宅配便ロ

ッカーでの受け取りなど、お客さまの生活の中で受け取りやすいタイミングや場

所で荷物を受け取っていただける取り組みを進めています。 

お客様のご都合の良いタイミング、1度で受け取っていただくことで、 

満足していただき、結果として再配達が減り、トラックによるCO２排出量を削減

することにもつながります。 

できるだけ1回で受け取る。これがCOOL CHOICEです 

2021.10.15 ヤマト運輸㈱三重主管支店にて撮影（高木支店長・撮影風景） 

自動車走行シーン 

丸之内歩道橋 

事業課事業係 

勝井 準也さん 

(かつい じゅんや) 

脱炭素アクション③低炭素なライフスタイル転換 

私たちの日常生活において、移動手段に欠かせない自動車。 

しかし自動車から出る排出ガスが増えることで、 

大気汚染や地球温暖化が進むことがあります。 

出演：JAF 勝井 準也さん 

皆さんに実践していただきたいのが、地球環境に配慮した運転方法「エコドライ

ブ」です。 

エコドライブのポイントの一つに、穏やかにアクセルを踏んで発進する「ふんわ

りアクセル」があります。 

最初の５秒で、時速２０Km程度を目指してください。 

日々の運転において、やさしい発進を心掛けるだけで、燃費を１０％程度、改

善することができます。 

2021.10.12 JAF三重支部にて撮影（勝井さん・撮影風景） 
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そのほか、運ぶ必要のない荷物は車から降ろす、ムダなアイドリングをやめ

る、エアコンの使用を適切にすることもエコドライブです。 

人にも車にも環境にも優しい運転、エコドライブを実践する。 

これがCOOL CHOICEです。 

COOLCHOICEロゴ 

アクション一覧 

COOLCHOICEは、あらゆる所で実践できます。 

一人一人のライフスタイルに合わせて、無理なく取り組みましょう。 

７．まとめ 

イラストCG 

エンドロールクレジ

ット 

１２月は、地球温暖化防止月間です。 

地球温暖化は、遠い未来の話ではありません。 

その対策は温暖化を食い止めるだけではなく、私たちの生活を豊かにすること

にもつながります。 

この機会にライフスタイルを見直し、私たちの挑戦で未来を変えましょう。

（７） 番組タイトル 
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（８） 番組前に掲載された告知記事

ケーブルテレビチャンネルガイド １１月号

（10）Ｗｅｂ(YouTube)閲覧状況 

センターでは、一般視聴者のＷｅｂ閲覧数を12月末で450回として目標設定した。2021年11月18

日のホームページ掲載から、12月末までで260回、２月末の時点で520回となり、番組の意図した

成果は達成できたと評価する。【CO2削減量：520人×0.138tCO2/年・人＝71.8tCO2】 
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３ 推進員研修会の開催 

本事業において、推進員の研修会を１回実施した。概要は次のとおりである。 

中部ブロック合同推進員研修会 

開 催 日：2021年11月12日(金) 

開催方法：オンライン（ZoomおよびYouTubeリアルタイム配信） 

出 席 者：三重県推進員２名 

センター事務局３名(Ｗｅｂ参加) 計４名 

概 要： 

① スケジュール及び内容 

（１）開会（13:30～13:35） 

（２）講演（13:35～14:30）富山市における脱炭素社会づくり及びSDGs達成に向けた取組み 

講師 環境部環境政策課 未来都市推進係  塚本 紘己 

（３）中部ブロック推進員の活動事例発表（14:45～17：00） ８センター １事例×15分 

時間 県市区別 発表者氏名 概要 

14：45 富山県 牛島 由美子 
とやま環境チャレンジ10 

はじめてのエコライフ教室 他 

15：00 石川県 米山 立子 暮らしにつながる推進活動 

15：15 福井県 竹内 清 エコドライブ体験会について 

15：30 長野県 宮原 則子 
信州版省エネガイドブックの紹介と 

今後の展開について 

休憩 

15：55 長野市 堀池 政史 

デジタル地球儀触れる地球 

企業出前講座（SDGs） 

ラジオ放送による啓発 

16：10 岐阜県 渡辺 浩一 
東濃エリアエコ協議会５年間の歩み 

ワークショップや啓発活動など 

16：25 愛知県 長内 隆久 私が実施しているSDGsのご紹介 

16：40 三重県 
落合 文記 

吉田 賢一 
小学校での啓発活動について 
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② 三重県事例発表 
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４ 日常生活に関する温室効果ガスの排出の抑制等のための照会・相談・助言業務 

（１）照会・相談・助言業務 

センターでは、各種イベント出展時や電話等により県民からの照会・相談を受け付けてお

り、適切な助言等を行っている。 

交付決定日から2022年2月末までの相談件数は表－６のとおりである。 

表－６ 照会・相談・助言業務 

相 談 の 内 容 相談者の属性 対 応 状 況 延べ人数

温室効果ガス・節電の対策等、

出前講座の実施について(依

頼・実施に伴う支援・教材提供

等)、イベント出展について（依

頼・実施に伴う支援・教材提供

等）、その他啓発機材の提供・

貸出、広報依頼等に関すること

県民・企業・学

校・行政職員等

助言、資料・パンフレ

ット等の提供、講師

の派遣、教材の提供

等 

526人 

（２）イベント時の簡易省エネ相談業務 

センターでは、イベント出展時に簡易省エネアンケート（「エコライフチェック」）を用い

た省エネ診断・助言業務を実施した。 

会場では、来場者によるアンケート（資料３）の回答をもとに、対話方式で回答者の省エ

ネ指導・啓発を行い、家庭の実態に即して適切な助言を行った。 
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５ COOL CHOICEの賛同 

出前講座やホームページ（QRコード）等でCOOL CHOICEの賛同を募った。 

賛同数 3,302人(2022年２月末現在) 【CO2削減量：3,302人×0.138tCO2/年・人＝455.7tCO2】 

出前講座等のCOOL CHOICEの賛同数       173人 

QRコードでのCOOL CHOICEの賛同数       45人 

団体６社のCOOL CHOICE賛同数        3,084人 

６ アンケートの実施

（１）環境省会場アンケートの結果 

全国統一アンケートである「会場アンケート」（資料１）を行い、行動変容調査を行った。

令和３年６月から令和４年２月末までの実施件数は522件でCO2の削減量は約28.5tであった。 

省エネ機器：224人×21％×0.24×1.62tCO2/年・人＝18.3tCO2

照明の高効率利用：252人×６％×0.24×2.81tCO2/年・人＝10.2tCO2

食品ロス：46人×33％×0.43×0.0015tCO2/年・人＝0.01tCO2

（２）エコライフアンケートの結果 

① エコライフアンケートの概要 

エコライフのアンケート（資料３）を実施しており、令和元年6月から令和2年2月末まで

の実施件数は77件であった。 

アンケート結果によると、平均光熱費は29,393円/月であり、その割合は電気代（31％）、

ガス代（18％）、灯油代（19％）、ガソリン代（32％）となっていた。 

また、この結果を昨年度実施したアンケート結果と比較すると、平均光熱費に占める電

気代は（35％⇒31％）、ガス代は（41％⇒18％）、灯油代は（15％⇒19％）、ガソリン代は（30％

⇒32％）となっている。 

一方、省エネの取組みでは、掃除洗濯の得点が80点を上回っていたが、風呂・洗面の得

点が60点を下回っており、このあたりが今後の啓発ポイントと考えられる。 

本アンケートは、イベントで行っている簡易の省エネアンケートであり、来場者に会場

でアンケートに回答してもらい、その場で結果をグラフ化し、問題点等を指摘しながら対

話形式で啓発・指導を行うシステムのため、省エネ・温暖化対策の啓発方法として非常に

有効なツールであり、今後も継続していく方針である。 
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② エコライフアンケート集計結果（令和３年６月から令和４年２月実施） 件数 77件
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資料１－１ 環境省会場アンケート 
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資料１－２ 環境省会場アンケート 
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資料１－３ 環境省会場アンケート 
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資料２－１ エコライフ診断記入シート 
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資料２－２ エコライフ診断例 

2022年２月27日 
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